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ビジネス英語のニーズ
一国際見本市への出展活動に着目した ESP 教育-

岩井千春

1.はじめに

文部科学省の r r英語が使える日本人J の育成のための行動計画J 1 (2003 年 3 月 31 日)で

は、その目標が「大学を卒業したら仕事で英語が使えるj こととなっており、大学英語教育

において国際コミュニケーションを目指した ESP (English for Specific PU中oses =専門分野

別の英語)教育が益々重要な役割を担うようになってきた。日本での ESP 教育は 1990 年

代後半より盛んに研究されるようになってきたが、その主なものは、それぞれの分野にお

ける英語使用を中心としたニーズ分析と教材開発である。それは、 ESP 教育がニーズ、分析

を基に実施され、また、それにより、教育効果を高めると考えられているからである。し

かしながら、ニーズ分析は、主に量的研究が多く、質的研究の必要性が指摘されている(岩

井， 2006; Iwai, 2005)。そこで、本研究では、ビジネス分野の ESP 教育の効果的な教育法を

提案することを目指して、ビジネス分野の英語使用に関する質的分析を行う。本稿の具体

的な目的は、 1) 日本の企業が国際見本市に出展する際にどのような英語使用が必要である

かを調査すること、 2) これに基づいたビジネス英語の ESP 教育の授業内容について示唆

を導き出すことである。

2. 先行研究

Dudley-E¥{ans & St. John (1998) は、 ESP の歴史について以下のように述べている。 ESP

は、古くは 16 世紀のプロテスタントの移民により、イギリスの英語教育界でビジネス英語

に関心が生まれたことを起源とする。 19 世紀には、既に「商業英語J やビジネスレターの

テキストが存在していた。また、 ESP の諸分野が大きく発展するきっかけとなったのは、

1950 年代からの世界経済の発達(科学技術の発展、国際語としての英語の需要の増大、英

語圏への留学生の増加など)によるものであり、更に ESP が一つの学問分野としての地位

を築いたのは、 1960 年代の後半からであった。また、 ESP は、専門分野の学問研究に使用

される EAP (English for Academic Purposes) と職業で使用される EOP (English for 

Occupational Purposes) に大別される。本研究で議論するビジネス英語は、職業遂行の為の

EOP に分別される。

ところで、教育を実施する際には、 ESP 教員にとって、 EAP は教員自身が学生として経

験のある分野と言えるが、ビジネス英語は多くの教員にとって職業経験のない分野である

I r英語が使える日本人j の育成のための行動計画・文部科学省ホームページ
加p:ltwww.mext.go.jp/b_menu/houdoul15/03/030318ahtm
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為、難しい点もあると指摘されている (Garcia， 2002)。また、 EOP の為のニーズ分析につい

て、企業にとっては機密に触れる部分もある為、研究者が企業内に立ち入ってニーズ分析

することについては、産業界からの抵抗感は依然として強い(岩井， 2006)。しかしながら、

岩井は、産業界での綿密な質的研究が待たれていることも指摘している。従って、本研究

では、大阪でタオル製造・小売業を営む企業に協力してもらい、日本企業が海外販売戦略

の為に国際見本市に出展するにあたって必要な英語使用を分析し、記述することにより、

今後のビジネス分野の EOP 教育への示唆を導き出したい。国際見本市への出展は、企業に

とっては商品の海外での市場性を調査したり、海外の販売先を得られる機会であり、今後

も海外への販路を開拓する企業にとっては重要なマーケティングの方法である。従って、

そういった企業での活動での英語使用を調査することは、ビジネス分野の ESP 教育を考え

る上で不可欠と考える。

3. 方法と調査結果

前述のように、本研究の調査は、国際見本市をフィールドとしている。筆者は、以前に

もビジネスパーソンとして国際見本市に参加し、セールス活動を行った経験があり、本研

究は、その経験や知識にも基づいている。本研究の質的調査は、協力企業(大阪府内のタ

オル製造&小売業者)の協力により、圏内と海外で、行っている。

3.1 圏内調査

日本の企業が国内で見本市に参加する場合の基本的な業務内容を幅広く理解する為、ま

た、協力企業の商品や販売方法に関する知識を得る為に、国内での見本市に参加し、参与

観察した。観察した見本市は、 2008 年 5 月に大阪市内で行われた中小企業を主な対象とし

た見本市で、あった。協力企業の繊維製品をはじめ、機械、事務用品、食品、サービスなど、

出展した企業の事業内容はさまざまで、あった。それぞれの企業のブースでは、その企業の

製品のアピールに努めており、来訪者の目を引くようにポスターや小物を使ってブースを

装飾したり、無料で配布する商品サンフ。ル等(協力企業の場合はミニタオル)や、食品の

味見ができる試食品などを来訪者に提供していた。また、各社のブースには、「貴名受j の

小さな箱が用意されていることが多く、来訪者の名刺を確実に収集し、その後のセールス

に繋げるとし、う企業の意図が推し測られた。

協力企業のブースでは、常時数名の来訪者があった。協力企業からは、それぞれの来訪

者に対して、展示されている商品や企業の会社概要についても必要に応じて説明し、製品

に興味を持っている来訪者には、商品案内のパンフレットと発注用シートを配布資料とし

て提供していた。来訪者の中には、さらに詳しく個々の商品の値段や注文の最少ロット(最

少注文数)についての質問をする客もいた。

3.2 海外での国際見本市

本節では、協力企業が出展した 2008 年 8 月にアメリカ・ニューヨークで開催された国際

見本市に関する参与観察について述べる。この国際見本市は子供用品をテーマとしており、
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協力企業も子供向けのタオル製品を出展した。(協力企業は、 5 月に参加した国内での見本

市では大人向けの商品も出展していた。)本節では、この国際見本市で出展するまでの準

備の段階から実際の出展中に必要な英語使用について記述する。

3.2.1 国際見本市への出展準備段階での英語使用

まず、国際見本市へ出展するには申込みが必要であるが、その国際見本市の主催者が開

設するホームページに全ての必要なJ情報が提供されていた。例えば、出展の審査(申請企

業の製品がこの国際見本市の趣旨に適合しているかどうか)、出展料(出展ブースの広さや

位置によって値段が異なる)、その他の条件についての説明があり、出展申込書もダウンロ

ードできるようになっていた。出展申込書には、企業の基本情報(企業名、住所、事業年

数、売上高、従業員数)のほか、希望するブースの大きさや場所、デザイナーの参加につ

いても質問があった。

英語使用に関しては、本段階では申込みに関する情報を得るための英語を読む能力が必

要で、あった。更に、申込書に記入する為に英語の書く能力も必要であるが、住所など基本

的なものに留まり、質問の多くはチェックを入れるだけのものも多く、申込の作業で必要

な英語能力は、どちらかと言えば読む能力であった。また、企業内での準備として、当日

会場で配布する為のライン・シート(“line sheet" 商品の内容と価格を紹介する表)の準備

が必要で、あった。(実際に後述する訪問者とのインターアクションでも、来訪者からのライ

ン・シートの要求がとても多かった。)協力企業が作成したライン・シートには、商品の

それぞれについて、商品番号、商品名、サイズ、値段、商品生地の組成、商品の説明、商

品の写真がカラーで載せられていた。このライン・シート作成の際には、まず商品名の英

語訳が必要であった。それは、例えば商品の種類について日本語で「ぶたj とあるものは

“pig" ではなく、幼児語の“piggy" として商品の持つ可愛らしさを表現する単語を選ぶな

ど、商品のイメージや魅力を生かす必要があった。また、サイズについても、日本ではセ

ンチメートルが一般的で、あるが、アメリカ向けの商品である為にインチに変換して記載し

てあった口更に、商品の説明については、デザインや生地組成についての詳細とその魅力

について書かれてあった。それには、その業種独自の専門用語、例えば、“pile" (タオルの

パイル)、“weavè" (織る)、“shearing finish" (シャーリング加工)、“non-ply yarn" (無撚糸)、

“ whipstitch" (カギステッチ)などが使用されていた。

このライン・シートの他、協力企業はブースに展示する為の会社案内を用意した。会社

の基本情報(所在地、ホームページやメールのアドレス、事業内容、資本金、社長名、従

業員数、取引銀行、交通アクセス)の他、企業理念についても記載があり、この企業が消

費者の信頼に足る企業であるということがアピールされていた。また、商品の一つひとつ

に取り付ける為の商品タグも、英語で商品名の他、商品の組成と値段を表記していた。

3.2.2 国際見本市での英語使用

この国際見本市では、出展している企業は、世界各国から来ており、衣料品、小物類、

装飾品、玩具など、子供向けのさまざまな商品の企業が出展していた。来場者は、さまざ

まな小売業社からのバイヤーがその大半をしめているようであった。しかしながら、折か
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らの米国の不況で、来訪者の数は予想、より少なく、協力企業のブースへの訪問者も三日間

の出展期間中に 60 名程度で、あった。本節では、そういった来訪者に向けたブーススタッフ

の英語使用と来訪者からの典型的な発話について記述する。

3. 2. 2. 1 ブーススタッフへのセールス指導

まず、協力企業は、現地のブーススタッフに対して、展示する商品の説明をし、スタッ

フが適格に訪問者に対して説明できるように指導した。また、ライン・シートなどの商品

情報を提供する際は、今後のセールス活動の為に、訪問者の名刺をもらうように努力して

欲しいとスタッフに依頼があった。

更に、協力企業は、ニューヨークでの出展に関する細かな業務を現地の見本市出展の専

門企業(便宜的に A 社とする。)に委託していた。前述のブーススタッフも A 社から派遣

された者であった。 A 社は、出展に際し、ブーススタッフに対して、アメリカ市場におけ

る協力企業のタオル商品のセールスポイントについて説明し、セールストークに織り交ぜ

てアピールするように指導を行った。筆者はその指導中も参与観察し、その内容を適宜書

き留めた。その中で、特徴的で、あった表現を記述する。

a. 会社やタオルの基本情報

We are a Japanese company. (私たちは日本の会社です。)

This company is 75 years old. (この会社は 75 年間、事業を営んでいます。)

They are all made in Japan. (日本製です。)

b. タオルの品質について

Touch the towel. (触れてみて下さい。)

High quality towels. (品質の良いタオルです。)

Safe towels. (安全なタオルです。)

Beautiful Design. (きれいなデザインです。)

Cute. (可愛いタオルで、す。)

Very soft. (とても柔らかいです。)

Nice fabric. (良い織物製品です。)

c. 値段について

It is not too expensive. (それほど高くはないです。)

The prices are reasonable. お値段は妥当なものです。)

The prices are a little bit higher compared to Chinese towels. 

(中国製に比べたらお値段は少し高くなります。)

日本のタオル製品はまず値段が高いので、その為に敬遠されないよう、品質が良し、から値

段は妥当なものであるということを強調するようにという指導で、あった。また、アメリカ

でも中国製品の安全性に対する不安感がある為、協力企業が日本企業であり、安全な日本
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製品であるということを説明するように指導もあった。このセールス指導を受け、ブース

のセールススタッフは実際に商品のアピールと販売活動をする際に、指導された英語表現

を使用するように務めていた。

3.2.2.2 出展中の英語表現

筆者は、三日間の見本市の開催中全て現場で観察しながら、来訪者から発せられる特徴

的な英語表現をできるだけ調査した。まず、会話のはじめは、“Hello" といセールススタ

ップからの声掛けから始まることが多かった。訪問者からの発話は以下の内容があった。

a. 商品の一般的な情報を求める表現

Can 1 have a catalog, or line sheets? (カタログかライン・シートを頂けますか?)

00 you have some information? 商品の情報はありますか?)

00 you have line sheets? (ライン・シートはありますか?)

00 you have eco・合iendly products? (環境に優しい商品はありますか?)

b. 商品の出荷に関する表現

Everything is available now? (商品は直ぐ手に入りますか?)

These are landed prices? (これらはアメリカ国内の値段ですか?)

Is that a retail price? (小売りの値段ですか?)

Is that a wholesale price? (卸売りの値段ですか?)

c. 商品についての感想を述べる表現

It's so cute. (可愛いですね。)

Beautiful. (締麗ですね。)

We have to thi此， but it's very cute. (考えなければいけませんが、可愛いですね。

1 can 't wait to get it. (商品を受け取るのを楽しみにしています。)

Maybe next time. (一商品を勧められて一次の機会にします。)

d. 支払いの際の表現

Shall 1 write down my payment details? (支払いについて記入しましょうか?)

Everything will be shipped in September? (商品全ては 9 月に発送されますか?)

1 can get in touch with someone in NY.ニューヨークで連絡できる人が居ますね。

In October that card will expire. (10 月にこのカードは期限切れになります。)

The billing address is different 仕omthe shipping address. 

(請求書の住所は送付先住所と異なります。)

協力企業のブースへの来訪者は、少し商品を見てすぐライン・シートを希望する場合が

多く、 r a. 商品の一般的な情報を求める表現J の中でもライン・シートを要求する表現が

多く間かれた。また、この表現の中で、環境に優しい商品を求めるものがあり、 1 人の来
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訪者のみから聞かれたものであるが、今の時代を反映したバイヤーのニーズとして記述し

た。これらの発話の他、商品を見ている途中で、来訪者が自分の店の事業内容や売れ筋商

品の話などについても語る場合があり、正に、見本市は企業にとって市場の動向を知る良

い機会であることが分かつた。

4. ビジネス分野の ESP 教育への提案

以上のように、本研究では、日本企業が国際見本市に出展する際に、実際にどのような

英語使用が必要かについて筆者が参与観察した結果を記述した。これらの調査結果から、

ビジネス英語の ESP 教育について以下のように提案したい。

4. t ビジネス英語のコースデザイン

コースデザインとしては、国際見本市に学生の架空企業が出展することを仮定し、プロ

ジェクト推進型の授業を進めることが可能であると考える。

今回の調査では、まず出展の準備段階で見本市の主催者からの情報を理解することが必

要であった。ビジネス英語の授業においても、 CALL 教室などで、国際見本市の開催を告

知しているウェブページを探し出し、その見本市に出展するにはどのような手続きが必要

か、学生に考えさせると有効である。出展申込書がダウンロードできる場合は、実際に記

入してみることもできる。また、架空の企業でどのような商品を出展するのか、商品を企

画し、それについての英語の説明書を作成すると英作文の練習になる。また、そこでは、

消費者に魅力的にアピールすることが重要であるということを学生が理解する必要がある。

その為には、様々な企業の商品を紹介しているウェブ上のホームページを閲覧し、どのよ

うな表現で商品がアピールされているか学生自身が調査することも有効である。また、そ

れらの情報を応用し簡潔にライン・シートに作成しまとめさせる。更に、ライン・シート

をクラスで公表しあって、他の学生から評価をさせると学生の動機づけも高くなると考え

る。そして、それらの情報を元に、企業とバイヤーの役を学生にそれぞれ担当させ、実際

に模擬展示会でのインターアクションを経験させると、授業でリスニングとスピーキング

の練習にもなる。教室では、さまざまな企業の展示ブースを作成し、学生が興味を持った

企業を訪問し、どの企業のどの商品が興味深かったか、購入したいと思ったか、という基

準で学生が評価をすれば、学生同士の中で競争心も芽生え、英語学習が楽しく、効果的に

行える可能性がある。

4.2. ESP 教員の養成について

大学での ESP教員の専門家の養成が急務であることは、その指摘がなされてから久しい。

今回の参与観察からは、 ESP 教員の養成についても貴重な示唆があった。本稿の 2 で述べ

たように、先行研究では、ビジネス英語の ESP 教育では、教員にその経験がない為に難し

いと指摘されていたが、今回のように企業への参与観察の研究を行えば、自然に企業のセ

ールス活動を体験し、また、その根底にあるセールス・マインドを肌で感じることができ

る。このように、ビジネス英語の ESP 研究がそのまま ESP 教員教育になる可能性が高い。
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実際に産業界で就業した経験がなくても、 ESP 教員にとって貴重な経験になると考える。

5. おわりに

本研究では、国際見本市に出展する日本企業をその準備の段階から実際の出展時まで参

与観察することにより、どのような英語使用が必要かを調査し、その上で、これらの調査

結果をどのようにビジネス英語の教育に生かせるかを考えた。国際見本市への出展活動は

多くの日本企業が行っていることであり、学生も実際に必要な英語使用であると容易に想

像できる。更に、これを授業のプロジェクト学習に取り入れることで、英語学習に対して

動機づけを高める可能性がある。

本研究では、協力企業の業務の妨げにならない範囲でのデータ収集で、あった為、データ

は不十分な部分もあったが、ビジネス英語の教育内容を考える上で、は貴重な情報で、あった。

しかしながら、今後は更に詳細なニーズ分析が必要で、あろう。特に、実際のバイヤーと企

業の会話を綿密に調査して会話分析ができれば、企業のセールス活動における発話をより

詳細に分析することも可能である。また、英語圏の国々での国際見本市だけでなく、英語

圏以外の国々開催される見本市ではどのように英語が使用されているのかについて調査す

ることも、国際語としての英語を考える際に重要である。統計的に見ても、英語の非母語

話者の数は母語話者を上回ると言われている (Crystal， 1985; Jenkins, 2002; Smith, 1988)。特

に国際舞台のビジネスでは、そのほとんどのインターアクションは、英語の非母語話者同

士によるものと言われている (Dudley-Evans & St. John , 1998)。従って、非母語話者達がど

のように効果的に国際語としての英語を使用して商談を成立させているかを分析すること

は、国際英語論の観点からも、英語の非母語話者の日本人への英語教育に意義深いことで

ある。

ビジネス英語は、単に言語面だけでなく、英語で伝える中身、即ち、企業の事業内容や、

コミュニケーションに影響を与えるビジネスパーソンとしての素養、また、言語以外のコ

ミュニケーション能力も重要である。ビジネス英語の ESP 研究は、それらの様々な要因が

どのような役割を果たして、ピジ不スパーソンとして有効な英語使用が可能となるのか、

更なる研究が待たれている。
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